
めざすまちの姿

果敢にチャレンジできる
産業交流の盛んな港（湊）まち

五感をもてなす感動のまち

対話を通した市民の参加が
あふれるまち

誰もがいきいきと暮らし
「住み続けたい」と思えるまち

どんどんしゃんしゃん
賑わいも暮らしやすさも
共に創る（ともにつくる）
公益のまち酒田

めざすまちの姿

第２章 地域経済が活性化し、
「働きたい」がかなう酒田

政策１ 地域経済を牽引する商工業が元気なまち
政策２ 「港」の物流機能により産業競争力が高いまち
政策３ 地元でいきいきと働くことができるまち
政策４ 夢があり、儲かる農業ができるまち
政策５ １００年続く森林（もり）を造り、活かすまち
政策６ 恵み豊かな水産を活かすまち

第３章 ファンが多く、移住者・定住者・
観光客が増加する酒田

政策１ 移住者・定住者が増えるまち
政策２ 「おもてなし」があふれ、 交流でうるおうまち
政策３ 「港」発の交流で賑わうまち

第４章 暮らしと生きがいを共に創り、
お互いが支え合うまち酒田

政策１ 誰もがいきいきと暮らしやすいまち
政策２ 結婚･妊娠･出産･子育ての希望がかなうまち
政策３ 健康でいつまでも活躍できるまち

第５章 地域のつながりと安全・安心に
あふれた暮らしやすい酒田

政策１ 住民と行政の協働による地域運営ができるまち
政策２ 美しい景観と環境を「全員参加」でつくるまち
政策３ 地域との連携でつくる安全・安心なまち
政策４ 「暮らしの足」が維持されるまち

賑わいも! 暮らしやすさも!!

第６章 都市機能が強化され、賑わう酒田

政策１ ひと・もの・情報が集い、
魅力と賑わいを創出するまち

政策２ 交流の基盤となる高速交通ネットワークの
実現に向けて一丸となって取り組んでいる
まち

政策３ 将来にわたり快適に利用できる生活インフラ
が整備されているまち

行財政運営の方針

（１）効率的な行財政運営による
市民サービスの維持・向上

（２）持続可能な財政基盤の確立

土地利用構想

（１）土地利用における基本的条件
の変化と諸課題

（２）土地利用の基本方針
（３）土地利用の基本的配置
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【 参考 】各 政策 のポ イン ト一 覧

ｼｰﾄ
番号 政策タイトル 内 容

1-1

協働の芽吹きとなる
市⺠参加があふれる
まち

①市⺠協働を推進する市内部の組織体制の強化
②施策の企画⽴案段階から市⺠に関わってもらう対話型ワーク
ショップの取り組みを推進

③協働のまちを形づくる地域共創人材の育成と連携
④ボランティア活動や市⺠活動に対する⽀援の継続と、コーディ
ネート機能の充実

⑤市政の積極的な情報発信、情報発信に対する職員意識の改革

1-2

大学とともにつくる
「ひと」と「まち」

①東北公益文科大学との連携
・公益大の魅力向上のための連携・⽀援
・公益大との連携による協働のまちを形づくる人材の育成
・ＩＴ人材育成
・若者の地元定着・回帰に向けた連携
・公益大の有する知見・資源の市の施策への積極的な活用

②ものづくり人材育成に関する高等教育機関等との連携

1-3

公益の心を持ち明日
をひらく子どもたち
を育むまち

①自らの命を自分で守れる力を養う教育の推進
②時代の変化に対応した確かな学力の向上
③豊かな心と健やかな体の育成
④学校・家庭・地域と連携し地域を愛する心を育む活動の推進
⑤地域の教育機関等と連携した多様な教育環境の整備

1-4

学びあい、地域と
つながる人を育む
まち

①地域活動への参加による交流の促進と人材育成
②社会の課題に対する芸術文化を用いた多様な事業の展開
③ライブラリーセンターの開設に向けた体制の整備
④スポーツ参画人口の拡大

2-1

地域経済を牽引する
商工業が元気な
まち

①商店街や中心市街地に人が集まる空間や仕組みの整備
②産業振興まちづくり推進センター（仮称）での総合的な産業
振興
・異業種交流、農商工連携、商店街活動⽀援、創業⽀援

③企業誘致、設備投資を促進するオーダーメイド型⽀援の充実

2-2

「港」の物流機能に
より産業競争力が
高いまち

酒田港と庄内空港、２つの「港」を物流機能を活かした地域経済
活性化
①（酒田港）整備促進要望活動、ポートセールス
②（庄内空港）農産物の輸出拡大、機能強化要望
③物流拡大のための高速交通ネットワークの早期構築

2-3

地元でいきいきと
働くことができる
まち

①地元就職、ＵＩＪターン就職の促進
・地元就職の動機付け、ＵＩＪターン人材バンク、コーディ
ネート、奨学金返還の⽀援

②雇用のミスマッチの解消
③働く女性の活躍促進、高年齢者の就業機会の確保

ｼｰﾄ
番号 政策タイトル 内 容

2-4

夢があり、
儲かる農業で豊かな
まち

①農業の担い手の確保・育成
②売れる米づくりと園芸農業の推進
③安全・安心で高品質な農産物の生産と農商工観連携による付加
価値を高める取り組みの推進

④海外への輸出や酒田ブランド・食文化の発信基地の整備等の推
進

2-5

100年続く森林
（もり）を造り、
活かすまち

①効率的な作業システムの構築と適期での伐採・再造林の確実な
実施による計画的な森林整備
②林業を担う人材の確保・育成
③集成材原料や木質バイオマス燃料を安定供給する体制づくりと
酒田産木材の需要の拡大、公共施設等の木造化の推進
④森林病害虫対策、森林ボランティア活動の推進等による森林環
境の保全

2-6

恵み豊かな
水産を活かすまち

①水産業を担う人材の確保・育成
②つくり育てる漁業や四季を通した魚のブランド化の推進
③いか釣り船によるスルメイカの水揚げを促進し、「いかのまち
酒田」としてPR
④庄内浜水産物の販路拡大と消費拡大

3-1

移住者・定住者が
増えるまち

①移住相談総合窓口を中心とした各種⽀援及び連携体制の一層
の充実
②学校、企業と連携した情報共有やマッチング⽀援
③様々なコンテンツを利用した効果的なＰＲ活動
④生涯活躍のまち構想の実現に向けた検討の推進

3-2

「おもてなし」が
あふれ、交流で
うるおうまち

①酒田の魅力の整理、発掘、創出、磨き上げ、情報発信と、経済
効果をもたらす観光交流の推進
②人材育成、研鑽につながる都市間交流の推進
③市⺠一人ひとりの酒田への誇り、愛着の醸成

3-3

「港」発の交流で
賑わうまち

酒田港と庄内空港、２つの「港」を起点とした交流の拡大
①（酒田港）クルーズ船の誘致、寄港の地域経済波及、港湾
機能強化要望、港活用イベント
②（庄内空港）運航ダイヤ、ＬＣＣ含む新規路線の就航要望、
チャーター便の誘致

P2【 参考 】各 政策 のポ イン ト一 覧
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ｼｰﾄ
番号 政策タイトル 主な内容

4-1

誰もがいきいきと
暮らしやすいまち

①地域福祉活動の担い手を増やす取り組みと、地域での⽀え合い
の仕組みづくりの推進

②高齢者や障がいを持った方などへの切れ目のない⽀援、⽀援体
制のネットワークや連携強化

③男女共同参画社会の実現と、在住外国人⽀援

4-2

結婚・妊娠・出産・
子育ての希望が
かなうまち

①結婚を望む方への⽀援やライフプランの啓発
②妊娠期から子育て期への切れ目のないサポート
③子育て世代への⽀援や環境整備
④子どもの人権を守る取り組み

4-3

健康でいつまでも
活躍できるまち ①効果的な健診の取り組み

②生活習慣病予防や健康増進の取り組み
③こころの健康を守る取り組み
④地域医療と医療と介護の連携

5-1

住⺠と⾏政の協働
による地域運営が
できるまち

①コミュニティ振興会、自治会活動の⽀援
②持続可能な地域づくり（小さな拠点など）
③地域共創コーディネーターの育成や地域おこし協力隊との連携

5-2

美しい景観と環境
を「全員参加」で
つくるまち

①ごみ減量化、地球温暖化対策、自然の保護と活用
②公園都市構想の推進、緑化・美化ボランティア活動や地域が主
体となって行う公園づくりへの⽀援

③自然景観、歴史的・文化的景観の保全・形成、酒田らしい景観
づくりに対する取り組みへの⽀援

5-3

地域との連携で
つくる安全・安心
なまち

①適切な消防・救急体制の構築、総合防災センターの整備、避難
所運営マニュアルの作成など

②防犯対策、交通安全対策（運転免許自主返納など）
③管理不全な空き家への対応や⺠間団体と連携した空き家の利活
用

④住宅の耐震改修や減災対策に関する啓発・ＰＲ・⽀援

5-4

「暮らしの足」が
維持されるまち

地域公共交通、飛島定期航路の維持
①地域公共交通のあり方の検討
・⺠間及び市営のバス路線の再編
・待合環境の改善、モビリティマネジメントの啓発

②定期航路の維持継続
・安全対策の徹底、乗船客数の維持、新たな誘客への取組み

P3【 参考 】各 政策 のポ イン ト一 覧

ｼｰﾄ
番号 政策タイトル 内 容

6-1

ひと・もの・情報
が集い、魅力と
賑わいを創出する
まち

①コンパクト・プラス・ネットワークによるまちづくり
・拠点間をつなぐ公共交通ネットワーク確保
・広域圏を対象とする医療、福祉、商業等の都市機能の維持、
活性化

②中心拠点における都市機能の再生
（中心市街地、酒田駅周辺、山居倉庫周辺）

6-2

交流の基盤となる
高速交通ﾈｯﾄﾜｰｸ実現
に向けて一丸となって
取り組んで
いるまち

庄内地域と他地域を結ぶ高速交通網の整備に向けて取り組む。
①地域高規格道路新庄酒田道路の事業区間の早期完成と未事業
区間の早期事業化
②日本海沿岸東北自動車道の早期完成
③山形新幹線庄内延伸、羽越本線高速化

6-3

将来にわたり快適に
利用できる生活イン
フラが整備されて
いるまち

上下水道事業、公営住宅、道路・橋梁・公園等のインフラについ
て、効率的かつ効果的な管理を実施。
①上下水道事業の経営基盤強化、災害に強い施設構築ほか
②多様なニーズに対応した良質な住宅の提供
③公園のバリアフリー化、安全性・魅力度アップ

P4【 参考 】各 政策 のポ イン ト一 覧
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